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セルフマネジメント論 

病態生理学 

【大学院博士課程】 

看護人材開発特論 

看護学演習 

合同研究ゼミナール 

特別研究 

研究テーマ 摂食嚥下障害に対する看護ケアプログラム開発に関する研究 

脳卒中急性期の肺炎予防に関する研究 

周術期におけるセルフコントロール（自己制御）に関する研究 

主要所属学会 日本看護科学学会 

日本摂食嚥下リハビリテーション学会 

日本行動分析学会 

日本老年看護学会 

嚥下医学会 

学長 

教員データ 



日本がん看護学会 

日本看護研究学会 
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